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新任教頭の諸問題
川崎市立日吉小学校丸山義王
f教頭は，校長をJ:l)Jけ，校務を整理し，及び必要に応じ児童の教育をつかさどる。 J (学校教育
法第28条 4項)というのが法に規定されている教頭の職務権限で、ある。しかし現実の実態は，どう
であろうか。今年の 4月lζ教頭になったばかりの私の呂を通して見た教頭における諸問題について
述べてみたい。
① 校務全般にわたる切りのない仕事量
教頭の職務分担は広く校務の全般にわたる。そのため，切りがないほどの仕事がある。若い頃教
頭を見て， I立派な椅子lζ坐わってのんびりしていていいな。」と思ったことがあるがとんでもな
し1誤りであったことが今になってわかった。近頃では逆に授業lζ専念できる先生方が羨ましいと感
じるほどである。
それこそ地下足袋はいての溝そうじから金庫の鍵の番人，いろいろな苦情の引き受けまで，一種
の便利屋的な様相を呈する。絶え間のない電話の応答，業者や父母，訪問者への応待などそれで一
日が暮れてしまう。それにひどい時は 1ヶ月に 5，6自は，お酒を伴う会合があり，簡単に 1ヶ月
が過ぎてしまう口よほど胃の腕が丈夫でないと勤まらない。
全国公立学校教頭会の実施した教頭の職務分析の調査の項目をみると88内容 246項目ある。教頭
i識はそれほど多岐にわたるということであるがそれでも教頭の仕事のすべてを網羅した乙とにはな
らない。例えば電話の応答のようなものは，職務分析の項目には入っていないのである。電話の応
対は校務ではないのであろうが，現実には，乙れに大きな時!習をとられ忙がしさが倍増する。どの
ように細かく職務分析をしても必ずはみでる部分があり，だから教頭の定義はしにくいといえる。
要は教頭i識は柔軟構造を持ち，その時々によって対応が変化するというのがむしろ実態なのでは
なかろうか。
② 教職員の負担の増加と過密化する学校生活
学校という社会は 白まぐるしく働き実に多忙である。始業前や10l時20分からの20分休みの職員
室は，電話ゃあわただしく打ちあわせをする教職員の声でワーンと鳴る。まるで密蜂の大軍が押し
寄せて来たようだ。とにかく教員は忙しい。その一つの原因は事務量の増加がある。一つの仕事を
すれば10の書類をさばかなくてはならない。f9IJえば就学援助や教科書給与に関する書類などは莫大
である。
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また時ImiJりも過密化し 5分の休憩i時間ではトイレlζ もゆっくりいけない口在、が教育研究所で教
育相談を行っていた持 たびたび「おもらしjの事例を担当したことがあった。どの1)己主も，がま
んの末おもらしをする結果となるが，その背景には，授業の延長で，定時の休憩時間が{i{i保されな
かったこと，男子児童には大便所に入ることへのためらいのある乙と，また低学年の女児l乙多いの
であるが，授業cjJIC I うt: ~1ミトイレ」と言えないことが問題としてあげ‘られる。これは学校の生活1時
間の余絡がなくなっていることを示している。
また子どもの健康状態の低下も白につく。病弱な子弱視 難聴 小児琳癖の後遺症のある子，
自問的な傾向の子 情緒が不安定で、衝動的な行動をとる子 そのような子ともが普通学級に在籍し
教師は指導においまわされている。また近頃の子どもは自己中心的な傾向を強め教師の説得を容易
lζ受けつけない。
そのような子どもの指導にも心をくだかなくてはならない。一方社会の嵐溺!として父母の姿勢に
も変化が見られ，学校を批判的に見る傾向があり，苦情の対応にも追いたてられるのである。教育
相談をやっていた時には教師の子どもや親への対応のまずさを問題と感じたこともあったが，現場
のこの多忙な実態を見てむしろ今は向'清している。たとえ対応のまずさがあったとしても，問題の
子を持つ担任の苦労，力の限りを尽して児童を指導する教員の姿には心をうたれるものがある。
③ 教職員における参加意識の低下
一般的な傾向としてみられるのであるが，一部の教員においてはモラーノレについて黙りが見られ
る。年令が高くなっている 女子教員が増えているというのが小学校の現実であるが，年令の高い
普通の教員の中には 遅く来て 早く帰り 与えられたノルマにおいてのみ忠実であるというノン
ポ 1)型の者が，見られる。学校への参加意識の低下である。学校経営上の権限の委譲や昇進への道
を配癒して意欲を持たせる工夫が必要である。また趣味性が高くなっていることも事実であり，コ
ーラス，登山，旅行，野球等インフォーマルな活動に一生懸命になっている者もいる。 趣味を生かす
ことと勤務の様態とのバランスがとれていないのである。ネクタイを絶対にしないというラフなか
っこうをしすぎる者もみられる。私的なものを公的な学校へどれだけ持ち ζむ乙とが許されるのか
ということもこれからは考える必要がある。
また女性教員の年休が土曜日に多くとられる傾向がある。乙れは幼稚陸!や保育所ーの行事との側係
があるのであるが 年休者が多発すると子どもの怪我など1'f"rmの面に問題がでてくる。 年休をとれ
ないのは校長，教頭，教務主任だけということになる。私の場合も 4 月から 12月まで 311~m\îの年休
しかとっていない。
協力とか連帯感の育成lと心がけねばならないのだが，すでに教員そのものの意識が変化している
のだとすれば問題であり その国での追求も今後の課題の一つであろう。
④ 押し寄せる情報に溺れる。
文書の集配車が運行するのは週 31ヨ(月，水，金)であるが， tl1Jし寄せる文書の波に溺れそうに
なっている。文書の処埋が教頭の大仕事の一つである。 整理したり，分類が不司能になるほ
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ど情報が多くなりその取捨選択に苦汁する。その-)jで教員自身は情報において急速に無関心とな
っている。 内外教育， [=1本教育新聞，教育委員会月報などは，本棚iの飾りにすぎない。教顧の役目
の一つは捨てである情報を給うとともに適切なj誌をとらえて職員に紹介し情報への関心を盛りあげ
る必要がある。教頭は上質ーの情報l乙一番多く触れられるよ訪にあるため情報のセンタ一的な役割をと
らえなければならないと思う。
① おろそかにはできない光市指導
m{:Eの社会的勢は学校lζ対して批判的な(出IJ]にある。{本当jゃいじめに代表されるように教師の対
応のますさが，それに拍車をかけていさえする。教頑としては，し 1かに校務をうまく整出し，胞設
や設備をし 1かに良好iζ 望していたにせよ，体罰jやいじめが他行し，教員の児訟指導:に大きな誤り
がじたl訪合，問題になるまで，それを}j文目しておいた責任は免がれえまい。これでは校長を
く補佐したことにならない。教頭は!語義的にいえば，教諭の「頑(かしら)Jであり歴史的にもそ
う解されてきた。教諭の長として担任の児童・生徒指導に問題がある場合は，積極的に指導助言を
行なわなくてはならない。
教頭のlf法務の1:1:1でもっとも大切なのは，児童・生徒指導への指導助言にあるといってもよいであ
ろう。学校に教頑として来て感じることは，実に児童生徒指導lζ関する問題が多し 1かということで
ある。けんかによる怪我，放課後公民で他校の生徒にいじめられた子どもの指導 j fJtの子ともの扱
いについての苦情等々，何かしら問題が起こらないという日はないのである。教頭として，まずは
生徒出併について指導しi山訟が起こらないように予防しなければならない。学校経営研究5i'i1号lこ
れIl論「教師のle己評1liEl 録について(r ) Jが掲載されているが それを実i擦に使う機会に恵まれた。
それぞれの頃 I~I は iヨ常に教@ilが心がけている生徒出解についての行動をアンケートにより集約し
たもので生徒出Hqlj{についての行動が具体的に記述されており，乙れを使用すると，教mliの子ともへ
の按し}jを*11]かく指導できる。
⑥ 父母ーの地域への関心の減少が問題
部会地では，人口の流出や流入が多く，大人の地域へのi見心が減少し地域の教育情報が少ない
のが実態である。そのため教頭としては，地域の教育情報を積極的l乙収集する努力をしている。例
えは児童・生徒の善行や非行についての情報。教育に関心を持つ人材 例えば 特殊技能を持つ老
人，青少年育成に関心のあるボランティア，郷土史家等で、ある。このような情報を学校に一度は集
め，それをまた地域にかえしてやるような工夫をしている。呉体的な場としては， PTAの広報紙
の活用，家庭教育学級への郷土史家出時，ゆとりの時IHejR.，老人から子ともたちが，特妹技能(ザ1]
えば¥こまっくり・わらじっくり・竹MIl工・糸まりっくり・折紙)を伝授してもらうことなどであ
る。 殺が地域の教育情報を持つことにより子どもの生活に関心が生じ，地域の教育主導性を引きだ
すこととなる。
このことは地域内教育世論の形成にも役立つ。地域において教育に理解のある人材，キーパーソ
ンの育成は，学校でnn起の起きた 1I寺にや~ J介役となり合意の形成を容易にする。
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学校が閉鎖l下jになると父If]ー との信頼関係がIlhWされることとなる。学校を開くためにはまず学校
や教育についての↑?日1をilftして父UJのFHfq!t:を深めていく必定性があろう。
教頭として 2 その他の悩みは学校lζ長時間おり J政負室で、坐わり続けていながらも，処j型するこ
とが多すぎて十分にi職員と接するi時間のない乙とである。人1¥'1関係調轄としては特色のない人，づ
きあわない人をどうするか。
また教諭以外の峨稲の人をどのように組本1していくかにも心を使う。J11務上1，~I;l，j JII11 ~l ， ']T.務以等
への援しプJであるの
教頭は上から見るのではなく教師と同じ立j誌に立つことが必安である。教育相談をしていた1I_1jlζ，
教員に対して If可でこの程度の指導ができないのか」と感じた乙ともあったが，それがきびしすぎ
る評価であると気づいたことも新任教頭としての収穫といえそうだ。
--79-
